
私たちは地域の皆様から信頼され
親しまれる病院を目指します

基本理念

第30号
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MIYOSHI
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新しく37名の仲間が増えました！
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市
立
三
次
中
央
病
院

　

広
島
大
学
は
県
北
の
基
幹
病
院
で
あ
る
当
院
に
多
く

の
医
師
を
派
遣
し
て
お
り
、
毎
年
約
20
名
の
医
師
が
医

局
人
事
で
異
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
ふ
る
さ
と
枠
4
名
の
医
師
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
臨
床
研
修
制
度
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

　

我
が
国
の
医
学
教
育
は
現
在
「
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
い
う
全
大
学
共
通
基
盤
の
も
と
に
各

大
学
が
独
自
の
方
法
を
加
味
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
、
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
日
本

海
側
の
各
地
や
北
海
道
で
は
観
測
史
上
歴
代
一
位
の
積

雪
と
な
り
、
車
が
2
日
も
3
日
も
立
ち
往
生
し
た
映
像

が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
広
島
県
、
八
幡
地
区

は
２
０
６
㎝
の
積
雪
、
観
測
史
上
2
番
目
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
度
重
な
る
寒
波
の
襲
来
で
日
本
列
島
は
記

録
的
な
低
温
と
な
り
、
私
自
身
、
三
次
に
来
て
一
番
の

寒
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

反
面
3
月
は
高
温
が
続
き
桜
の
開
花
は
例
年
に
な
く

早
く
、
み
よ
し
運
動
公
園
の
桜
が
咲
き
誇
る
4
月
2
日
、

市
立
三
次
中
央
病
院
は
医
師
19
名
、
看
護
師
16
名
、
助

産
師
1
名
、
放
射
線
技
師
1
名
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、
恒
例
の
写
真
撮
影
、「
花

み
ず
き
」
の
表
紙
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
30

年
3
月
末
で
異
動
・
退
職
と
な
っ
た
の
は
、
医
師
17
名
、

看
護
師
16
名
、
放
射
線
技
師
1
名
、
検
査
技
師
１
名
で

す
。
そ
の
内
、
看
護
師
4
名
、
放
射
線
技
師
1
名
が
再

任
用
で
継
続
し
て
勤
務
さ
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
医
学
教
育
・
臨
床
研
修
制
度

　

今
年
は
久
し
く
応
募
が
な
か
っ
た
初
期
臨
床
研
修
医

が
1
名
応
募
し
て
く
れ
ま
し
た
。
初
期
研
修
を
終
え
た

ば
か
り
の
、
広
島
大
学
ふ
る
さ
と
枠
4
名
も
当
院
で
後

期
研
修
を
始
め
ま
す
。
ま
た
専
門
医
の
資
格
を
取
っ
て

い
な
い
後
期
研
修
医
も
多
く
、
指
導
医
を
含
め
市
立
三

次
中
央
病
院
は
活
気
あ
る
医
局（
医
師
数
74
名
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

病
院
長

 

中 

西
　
敏 

夫

医師の働き方改革にご協力を

　現在，広く進められている「働き方改革」の中，医師の労働
時間短縮に向けた早急な取り組みが求められています。
　当院においても，通常診療のほか365日24時間体制で救急患
者の受け入れを行っていますが，医師の時間外・休日労働の削
減，健康管理の徹底等に取り組んでいこうと考えています。
　このため，手術・検査結果などの説明は，特別な理由を除き，
下記の面談時間の中で調整の上，行わせていただきますので，皆様のご理解・ご協力をお願いします。

【面談時間】平日（月～金）の午前８時30分から午後5時まで

～医師との面談時間について（お願い）～

臨床研修制度の概要

高等学校
3 年

法に基づく
臨床研修

臨床研修修了後の
研修等…

◆医学教育と臨床研修
　○法に基づく臨床研修（医師法第十六条の二）

診療に従事しようとする医師は、二年以上、医学部を置く大学に附属する病院
又は厚生労働大臣の指定する病院において、臨床研修を受けなければならない。

【準備教育】

年齢
18才 22才 24才 26才

生涯教育

知識・技能の評価

医学部（6年） 大学病院・臨床研修病院

2年←
入
学
試
験

←
共
用
試
験

←
臨
床
研
修
修
了

　
（
２
回
目
医
籍
登
録
）

←
医
師
国
家
試
験
合
格

　
（
１
回
目
医
籍
登
録
）

【専門教育】

臨床前医学教育
診療参加型
臨床実習

←
専
門
医
資
格
取
得
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「
専
門
医
が
公
の
資
格
と
し
て
国
民
に
広
く
認
知
さ
れ

る
」制
度
と
し
て
、ま
た
こ
の
制
度
改
革
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
集
団
と
し
て
の
医
師
が
誇
り
と
責
任
を
持
っ

て
患
者
の
視
点
に
立
っ
て
自
律
的
に
運
営
す
る
制
度
に

と
い
う
こ
と
で
、
専
門
医
制
度
改
革
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

卒
後
2
年
間
の
臨
床
研
修
が
修
了
す
る
と
多
く
の
医

師
は
専
門
医
の
取
得
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始
し
ま
す
。

基
本
診
療
領
域
（
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科

な
ど
）
の
い
ず
れ
か
の
専
門
医
資
格
を
取
得
後
さ
ら
に

専
門
性
の
高
い
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
領
域
（
内

科
で
あ
れ
ば
循
環
器
、
消
化
器
、
呼
吸
器
な
ど
）
を
目

指
す
と
い
う
２
段
階
制
で
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
専
門
性
が
進
み
す
ぎ
る
こ
と
で

総
合
的
に
診
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
の
懸
念
か
ら
、

新
制
度
で
は
基
本
診
療
領
域
に
「
総
合
診
療
専
門
医
」

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
制
度
の
目
玉
で
す
。
総
合
診

療
専
門
医
は
、
患
者
さ
ん
の
特
定
臓
器
に
着
目
す
る
の

で
は
な
く
、
基
本
領
域
の
系
統
的
な
知
識
に
基
づ
い
た

幅
広
い
総
合
的
な
診
療
能
力
を
備
え
、
病
院
の
総
合
診

療
や
地
域
住
民
に
向
き
合
っ
て
治
療
を
行
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
を
迎
え
地
域
医
療
を
支
え
る
医
師
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
島
大
学
の
医
学
教
育
指
針
に
も
「
医
療
と
地
域
住

民
の
生
活
の
関
係
を
理
解
し
、
地
域
の
抱
え
る
保
健
・

医
療
上
の
問
題
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
医
師
の
社
会
的

責
任
を
自
覚
す
る
こ
と
を
促
す
」
の
一
文
が
あ
り
ま
す
。

　

市
立
三
次
中
央
病
院
は
指
導
医
の
資
格
を
持
っ
た
医

師
が
多
数
お
り
、
若
い
先
生
方
と
共
に
診
療
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
枠
の
医
師
は
初
期
研
修
後
、
ま

ず
指
導
医
の
い
る
中
山
間
地
域
の
病
院
で
し
っ
か
り
研

修
を
と
い
う
方
針
の
も
と
、
当
院
で
研
修
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
医
師
が
派
遣
さ
れ
て
来
る

予
定
で
す
。
専
門
性
の
高
い
診
療
技
術
や
知
識
を
習
得

す
る
と
共
に
地
域
医
療
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
総
合

的
な
診
断
能
力
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

平
成
16
年
度
か
ら
は
医
師
が
将
来
専
門
と
す
る
分
野
に

か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
な
診
療
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
臨
床
研
修
が
必
修
化
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
一
定
の
効
果

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
臨
床
研
修
医
は
大
都
市
圏
に
集

中
し
地
方
に
お
け
る
医
師
不
足
を
招
き
ま
し
た
。

　

医
学
部
の
定
員
は
、
厚
生
労
働
省
が
算
出
す
る
医
師

の
需
給
状
況
を
踏
ま
え
て
、
文
部
科
学
省
が
決
定
し
て

い
ま
す
。
医
療
費
抑
制
な
ど
を
理
由
に
定
員
抑
制
方
針

を
続
け
て
い
た
国
は
、
過
疎
地
な
ど
で
の
医
師
不
足
が

深
刻
化
し
た
こ
と
か
ら
平
成
20
年
度
に
方
針
を
転
換

し
、
医
学
部
の
総
入
学
定
員
は
地
域
枠
を
中
心
に
増
加

に
転
じ
ま
し
た
。
広
島
大
学
も
平
成
21
年
度
入
学
者
選

抜
か
ら
、
広
島
県
内
お
よ
び
岡
山
県
内
に
所
在
す
る
高

校
の
出
身
者
等
を
対
象
と
し
た
推
薦
入
試
「
ふ
る
さ
と

枠
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
初
5
名
で
あ
っ
た
定
数

も
年
々
増
え
て
い
き
、
現
在
1
学
年
１
２
０
名
中
20
名

（
18
名
が
広
島
県
枠
、
2
名
が
岡
山
県
枠
）
が
ふ
る
さ

と
枠
生
と
し
て
入
学
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
枠
は
広
島
県
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
、

9
年
間
の
義
務
期
間
中
4
年
間
は
中
山
間
地
域
の
公
的

医
療
機
関
ま
た
は
知
事
が
指
定
す
る
診
療
科
（
当
面
の

間
、
病
理
診
断
科
）
に
勤
務
す
る
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
ふ
る
さ
と
枠
2
期
生
14
名
が
初
期
臨
床

研
修
を
終
了
し
、
中
山
間
地
域
の
医
療
機
関
等
で
後
期

研
修
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
院
に
は
消
化
器
内
科
か
ら

2
名
、
循
環
器
内
科
か
ら
1
名
、
産
婦
人
科
か
ら
1
名

が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
専
門
医
制
度

　

専
門
医
は
、
決
し
て
神
の
手
を
持
つ
医
師
や
ス
ー

パ
ー
ド
ク
タ
ー
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
診
療
領
域
に
お
い
て
安
全
で
標
準
的
医
療
を
提
供

で
き
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
師
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
医
制
度
は
、「
専
門
医
の
質
を
担
保
で
き
る
」、

「
患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
て
受
診
の
よ
い
指
針
に
な
る
」、

医事課・地域医療連携室　TEL（0824）65-0101　FAX（0824）65-0159
■お申し込み・お問い合わせ

今年度から

リウマチ・膠原病科を

開設しています
　平成30年4月から毎週木曜日9時～12時にリウマチ・膠原病科を開設しています。【完全予約制】
受診されたい方は，かかりつけ医を通じて地域医療連携室へご予約ください。
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連
載
が
ん
の
治
療
㉑

放
射
線
治
療
科
医
長　

樫　

本　

和　

樹　

放
射
線
治
療

【IMRT】 【通常治療】

黄色い範囲が病変

周囲の青い線は少量の
放射線が当たる範囲

【
最
近
の
放
射
線
治
療
事
情
】

　

が
ん
の
３
大
治
療
法
と
し
て
手
術
・
抗

が
ん
剤
・
放
射
線
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

各
治
療
法
と
も
着
実
に
進
歩
し
て
い
ま

す
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
広
ま
り
や
、
分
子

標
的
薬
剤
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻

害
剤
の
出
現
な
ど
、
手
術
や
抗
が
ん
剤
の

進
歩
は
目
に
留
ま
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
放
射
線
治
療
も
よ
り
治
癒
し
や
す

く
、よ
り
安
全
に
施
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
①
定
位
放
射
線
治
療
】

　

肺
が
ん
の
放
射
線
治
療
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
は
呼
吸
に
よ
る
病
変
の
動
き
を
考
慮

し
た
照
射
範
囲
を
設
定
し
て
き
ま
し
た（
図

１
）。
放
射
線
を
当
て
る
方
向
も
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
方
が
確
実
に
病
変
に
照

射
可
能
で
あ
り
、
照
射
線
量
の
検
証
も
簡

便
で
し
た
。
反
面
、
照
射
範
囲
が
広
く
な

り
た
く
さ
ん
の
線
量
を
照
射
す
る
と
副
作

用
が
生
じ
や
す
く
な
る
の
で
、
線
量
を
制

限
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
時
点

で
も
、
広
い
範
囲
を
照
射
せ
ざ
る
を
得
な

け
れ
ば
同
様
の
制
限
が
掛
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
小
さ
な
病
変
で
あ
れ
ば
範
囲
を
限

定
し
て
照
射
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
虫
眼
鏡
で
太
陽
の
光
を
集
め

て
火
を
つ
け
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
治
療
を
定
位
放
射
線
治
療
と

い
い
ま
す
。
小
さ
な
肺
が
ん
に
対
し
て
こ

れ
を
行
う
と（
図
２
）の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
行
う
た
め
に
は
、
肺
が
ん
が
小
さ

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
小
さ
な
呼

吸
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
3
回
程
度
呼
吸
の
練
習
を
し
て
小
さ

な
呼
吸
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
こ

の
治
療
は
可
能
で
す
。
こ
の
治
療
で
あ
れ

ば
入
院
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
治
療

自
体
に
よ
る
痛
み
は
な
い
の
で
、
高
齢
の

方
や
麻
酔
を
か
け
る
こ
と
が
危
険
な
方
で

も
安
全
に
施
行
で
き
ま
す
。

　

同
様
の
治
療
は
脳
腫
瘍
（
図
３
）
や
肝

臓
が
ん
に
も
適
応
で
き
ま
す
。

【
②
強
度
変
調
放
射
線
治
療

　
　
　
　
　

  

（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）】

　

治
療
し
よ
う
と
し
た
病
変
の
近
く
に
放

射
線
に
弱
い
臓
器
が
あ
っ
た
場
合
に
ど
う

す
る
か
？
こ
の
た
め
の
工
夫
が
強
度
変
調

放
射
線
治
療
で
す
。大
ま
か
に
い
う
と
、「
照

射
範
囲
を
細
切
れ
に
し
て
、
1
ヶ
所
毎
に

照
射
す
る
線
量（
強
度
）を
変
え
る（
変
調
）

放
射
線
治
療
」
で
す
。
こ
れ
を
人
体
の
中

で
立
体
的
に
行
い
ま
す
。

　

最
初
に
人
体
へ
応
用
さ
れ
始
め
た
の
が

前
立
腺
で
す
。（
図
４
）
で
は
、
右
側
の
通

常
照
射
で
は
前
立
腺
（
赤
く
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
た
範
囲
）
に
十
分
な
線
量
が
投
与
さ
れ

て（
赤
い
線
で
囲
ま
れ
て
い
る
）い
ま
す
が
、

直
腸
（
黄
色
の
や
や
太
い
線
で
囲
ま
れ
た

範
囲
）
も
半
分
く
ら
い
照
射
さ
れ
て
い
ま

す
。
左
側
の
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
使
っ
た
計
画
で

は
、
前
立
腺
へ
の
照
射
は
十
分
確
保
し
つ

つ
直
腸
へ
の
照
射
は
か
な
り
低
減
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
様
の
治
療
は
耳
鼻
科
領
域
の
が
ん

（
病
気
の
近
く
に
目
な
ど
の
重
要
臓
器
が
近

接
す
る
こ
と
が
多
い
）
や
脊
髄
の
近
く
に

あ
る
が
ん
に
応
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。	

　

上
記
の
よ
う
な
最
近
の
放
射
線
治
療
に

つ
い
て
は
、
機
器
の
問
題
や
人
員
の
問
題

等
に
よ
り
必
ず
し
も
当
院
で
提
供
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
行
で
き
る

施
設
へ
の
紹
介
は
可
能
で
す
。
が
ん
と
診

断
さ
れ
た
ら
、「
放
射
線
治
療
の
話
が
聞
き

た
い
」
と
主
治
医
に
申
し
出
て
み
て
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
が
ん
の
治
療
に
放
射
線

治
療
が
適
切
か
ど
う
か
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

（呼吸性移動）

照射範囲
濃淡の
　青が病変

（図2）

（図1）

（図3）

（図4）
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イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
不
足
に
よ
り
、
慢

性
的
に
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
濃
度
が
高
い

（
高
血
糖
）
状
態
を
来
た
し
て
い
る
疾
患

で
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
低
下
し
て
い
る

こ
と
（
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
不
全
）
と
イ
ン

ス
リ
ン
の
効
き
が
悪
い
こ
と
（
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
）
が
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
不
足

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
に
つ
い
て

糖
尿
病
・
代
謝
内
分
泌
内
科
医
長

　
　

杉　

廣　

貴　

史

Vol.22

糖
尿
病
と
は

糖
尿
病
の
分
類

　

糖
尿
病
は
、次
の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
１
型
糖
尿
病

　

主
に
自
己
免
疫
に
よ
っ
て
膵す
い
ぞ
う臓
の
β
細

胞
が
破
壊
さ
れ
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
ほ
と
ん

ど
分
泌
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

遺
伝
因
子
は
関
係
あ
り
ま
す
が
、
発
症

す
る
確
率
が
低
い
為
に
家
系
内
発
症
は
少

な
く
、
生
活
習
慣
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

の
よ
う
な
年
齢
で
も
、
体
型
で
も
、
生
活
習

慣
で
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②
２
型
糖
尿
病

　

遺
伝
因
子
に
、
食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
、
加
齢
な
ど
の
環
境
因
子
が
加

わ
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
不
全
＋
イ
ン
ス

リ
ン
抵
抗
性
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
不

足
で
発
症
し
ま
す
。

　

日
本
人
は
欧
米
人
と
比
較
し
て
イ
ン
ス

リ
ン
を
分
泌
す
る
能
力
が
低
く
（
遺
伝
因

子
）、
ち
ょ
っ
と
し
た
環
境
因
子
に
よ
っ
て

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。（
図
１
）
遺
伝
因
子
が
絡
む
の

で
家
系
内
の
発
症
は
当
然
多
く
な
り
ま
す

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
量
や
自
動
車
保

有
台
数
か
ら
み
て
も
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動

不
足
と
い
っ
た
環
境
因
子
も
多
く
の
家
庭

内
で
共
有
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。（
図
２
）

　

年
齢
的
に
は
40
歳
以
上
の
発
症
が
多
い

の
で
す
が
、
最
近
は
小
児
の
発
症
の
増
加

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
血
縁
に
糖
尿

病
の
方
が
い
れ
ば
、
糖
尿
病
に
な
り
や
す

い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
発

症
し
な
い
よ
う
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

③
そ
の
他
の
機
序
、
疾
患
に
よ
る
も
の

　

膵
臓
の
病
気
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌

の
低
下
に
よ
る
も
の
（
膵
臓
が
ん
な
ど
）、

肝
臓
の
障
害
に
よ
る
糖
の
取
り
込
み
能
力

低
下
に
よ
る
も
の
（
肝
硬
変
な
ど
）、
ス
テ

ロ
イ
ド
な
ど
の
血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
る
薬

物
の
投
与
に
よ
る
も
の
が
代
表
的
で
す
。

　

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ス

テ
ロ
イ
ド
の
使
用
に
際
し
て
注
意
が
必
要

で
す
。

④
妊
娠
糖
尿
病

　

妊
娠
中
に
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
増
大

す
る
こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。

　

通
常
、
血
糖
値
の
上
昇
は
妊
娠
中
の
み

に
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
母
体
と
胎
児
の
た

め
に
厳
格
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
妊
娠
糖
尿
病
の
既
往
が
あ

る
方
は
、
将
来
２
型
糖
尿
病
を
発
症
す
る

リ
ス
ク
が
高
く
、
発
症
予
防
と
早
期
発
見

を
心
掛
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（図1）日本人・アジア人の糖尿病易罹患性

（図2）わが国の糖尿病総患者数の推移

2型糖尿病の成因・病態

（日本糖尿病学会ホームページより）BMI：体重÷身長÷身長

（西  勇一ほか：からだの科学増刊　糖尿病2005：26,2004より改変）

糖尿病
予備群 糖代謝正常

小太り
欧米人

肥満

BMI=25

インスリン分泌
良好

牧畜民族

BMI=30

糖尿病
予備群

糖尿病

標準体重小太り

BMI=22

インスリン分泌
不良

（欧米人の
約2分の1）

農耕民族

BMI=25

日本人・アジア人

食べすぎ
運動不足
ストレス
加齢

糖毒性

高血糖

糖毒性インスリン作用不足

インスリン抵抗性

インスリン分泌不全

遺伝因子
環境因子
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当
院
の
一
日
の

外
来
採
血
患
者

数
は
約
２
０
０
人

で
、
９
時
30
分

ま
で
に
患
者
さ
ん

が
集
中
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
中
央

注
射
検
査
室
の
看

護
師
の
人
数
を
多
く
し
、
待
ち
時
間
短
縮
に
努
め

て
い
ま
す
。

◇
採
血
管
の
種
類
と
採
血
量

　

当
院
で
使
用
し
て
い
る
採
血
管
は
15
種
類
程

度
で
、
検
査
内
容
に
よ
っ
て
適
切
な
採
血
管
を
準

備
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
８
本

ぐ
ら
い
採
血
管
が
準
備
さ
れ
、「
血
が
無
く
な
る
」

と
心
配
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
１
本
の
採

血
管
で
２
～
４
ml
程
度
の
採
血
量
の
た
め
、
採
血

量
は
大
さ
じ
１
～
２
杯
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
部
分
は
、
下
表
の
４
種
類
の
採
血
管
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
１
日
の
検
査
人
数

　

外
来
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、健
診
セ
ン
タ
ー
、

入
院
患
者
さ
ん
を
合
わ
せ
る
と
、
多
い
日
は

４
０
０
人
位
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
検
査
人
数
が
多
い
日
は
、
表
の
検
査
所
要
時

間
よ
り
長
く
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

看
護
部
長　
　
　
　
　
　
　

 　

丸　

亀　

朱　

実

　

昨
年
10
月
17
日
、
厚

生
労
働
省
に
お
い
て

「
平
成
29
年
度
国
民

健
康
保
険
関
係
功
績

者
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
保
険
事
業
へ

の
貢
献
と
い
う
こ
と

で
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
１
９
８
３
年

の
入
職
以
来
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
や
励
ま
し

支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
し
か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。

身
に
余
る
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
、
改
め
て

深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
23
号
の
【
花
み
ず
き
】
で
は
、
看
護
体
制
7
対
1

を
取
得
し
た
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
の
4
年
間
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
開
設
、

病
棟
群
体
制
で
の
看
護
提
供
な
ど
、
厚
生
労
働
省
の
診

療
報
酬
改
定
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
時
々
の
ベ
ス

ト
を
検
討
し
、
時
代
と
共
に
変
化
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

至
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
「
命
と
心

と
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
看
護
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
精
進
し

て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

採
血
か
ら
検
査
報
告
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
待
ち
時
間
の
目
安

採血管の種類 採血量 検査の目的 検査所要時間

4ml 肝機能・腎機能・脂質・感染症・腫瘍マーカー
など90項目と非常に多くの検査ができます。

約45分　

　～90分

2ml
貧血の有無や感染症で白血球が増加していな
いか，白血病などないかを調べます。また，
顕微鏡で異常な細胞がないかも調べています。

約20分

2ml 血糖とヘモグロビンA1cを測定し，糖尿病の
診断や治療効果をみます。 約20分

2ml

凝固検査と言って，手術前に血液を固めるた
めの成分があるのかを調べたり，血が固まり
にくい薬（ワーファリン等）を飲まれている
方は，薬の治療効果をみます。

約30分

   

検
査
科 

平
成
29
年
度 

国
民
健
康
保
険

関
係
功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

～ 

感 

謝 

～
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「産後ケア外来」を始めました
　平成30年４月から，新たに「産後ケア外来」を始めました。
　産後の子育てに不安をお持ちのお母さん方，おっぱいのことで不安なお母さん方，
「母乳外来」と併せて，どうぞお気軽にご相談ください。

＊「産後ケア（母乳育児相談）助成券（三次市）」で1回分利用できます。

産後ケア外来＊ 母乳外来

内　容

・母親や乳児に対する保健指導，授乳指導
・母親の心理的ケア　・育児に関する相談
・乳房ケア　・乳房マッサージ

※1日3人の完全予約制です。 

授乳期にある母親の乳房トラブルに対する身
体的ケア
・乳房ケア　・乳房マッサージ

料　金 １回　3,500円（1時間程度） １回　2,160円（30分程度）

方　法 完全予約制です。お申し込みは，産婦人科外来へお電話ください。
（☎0824-65-0101代表）

お知ら
せ

＜健診センターからのお知らせ＞

健診センター　TEL（0824）65-0620　FAX（0824）65-0621■お申し込み・お問い合わせ

「P
（ ペ ッ ト ）

ET検診」
をご利用ください

がんの早期発見に

　市立三次中央病院では，がんの早期発
見を目的に，病巣部を速やかに診断する
「ＰＥＴ画像」と，細かな位置情報を見つ
ける「ＣＴ画像」がひとつになったＰＥＴ
－ＣＴによる検診を行っています。「ＰＥ
Ｔ検診」は短時間で1度に全身のがん検査
ができ，診断の精度が向上し，より詳細
な病変を検出することが可能になります。

※20歳以上の三次市民の方には市から１万円の
助成があります。

（血液採取のみで検査をすることができます）

2.抗CCP抗体検査（健診のオプション可）

※アミノインデックスは味の素(株)の登録商標です。

1.血液アミノ酸濃度検査
　（単独検診・健診のオプション可）
　（アミノインデックス※リスクスクリーニング検査）

血液中のアミノ酸濃度を測定し，そのバラン
スから「現在がんである可能性」と「4年以
内に糖尿病を発症するリスク」を調べる検査
です。　　　

料金　27,000円（税込）

料金　86,400円（税込）

リウマチの早期診断として注目されている検
査です。

　料金　3,996円（税込）

平成30年4月から
新たな

健診メニューが
追加されました！



【お申し込み・お問い合わせ】
医事課　TEL（0824）65-0101　 FAX（0824）65-0159
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市
立
三
次
中
央
病
院
だ
よ
り

発
行　

市
立
三
次
中
央
病
院

　
　
　

〒
728

－

8502 

広
島
県
三
次
市
東
酒
屋
町
１
０
５
３
１
番
地

　
　
　

TEL.0824-65-0101 FA
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iyoshi-central-hospital.jp

第
30
号

2018年５月

広報 ｢花みずき｣ に関するご意見などございましたらお寄せください｡

○活動内容／外来患者さんへの支援
　（玄関での車の乗降の手伝い、待合での手伝いなど）
○活動時間／月～金曜日（祝祭日を除く）
　８時30分～12時のうち都合のよい時間
○応募にあたって
◦交通費を支給します。（市の規定による）
◦ボランティア保険は当院が加入します。
○応募・お問い合わせ／医事課
　TEL（0824）65-0101
　FAX（0824）65-0159
　Email：iji@city.miyoshi.hiroshima.jp

病院ボランティア募集
～あなたの思いやりを患者さんへ～

　院内でボランティアとして活動し
ていただける方を募集しています。
皆さんの善意の活動をお待ちしてい
ます。

　みよしぶどう友の会では，『春のウォーキング大会』
を開催します。ウォーキングで健康づくり，仲間づくり，
そして糖尿病などに関する知識を深めてみませんか？
　会員でなくても健康に興味・関心のある方，大歓迎で
す！ぜひ，お気軽にご参加ください!!

◆日　　時：2018年6月2日（土）
　　　　　　13時～14時（雨天中止）
◆集合場所：市立三次中央病院　健診センター2階　講堂
◆内　　容：ノルディックウォーキング
　　　　　　（みよし運動公園）・血糖測定（運動前後）
◆費　　用：無料

春のウォーキング大会
参加者募集

【お問い合わせ】医事課／TEL（0824）65-0101　 FAX（0824）65-0159

（①，②に該当しない初診の方は，診療をお断りする場合がありますのでご了承ください。）
　なお，救急対応の方，当院整形外科での手術に関する受診についてはこれまで通り対応いたします。
　ご理解とご協力をお願いいたします。

整 形 外 科 受 診 の み な さ ま へ

①かかりつけ医を受診し，地域
　連携予約を入れていただく

②かかりつけ医からの紹介
　状を持参いただく

もしくは ようお願いいたします。

第9回　みよしぶどう友の会

日常的な診療や健康管理を担います。
まずは近くの開業医・診療所の先生に診ても
らいましょう。

かかりつけ医の先生

その他の病院
症状が安定してもなお療養が必要
な方への医療を提供します。

回復期の集中的なリハビリ
テーションを提供します。

維持期 回復期

・専門的な検査・治療を担います

紹介患者専用受付

入院治療
手術 など

紹介患者であることで待ち時間の短縮に
つながります。

入院中、かかりつけ医と中央病院の医師
が共同して診療を行います。

共同診療

中央病院の病床・高度医療機器をかかり
つけ医に利用していただきます。

共同利用

急性期 市立三次中央病院

地域医療支援病院の機能

体の調子が
悪いと思ったら
体の調子が

悪いと思ったら 紹介患者さんの診療の流れ

逆紹介

紹 介

（救急診療を除く）

※紹介状のない場合は、診察までの待ち時間が長くなることをご了承ください。

「かかりつけ医」を持ちましょう「かかりつけ医」を持ちましょう

近年，整形外科では，手術の必要な外傷・骨折の患者さんが大変多くなっています。
緊急の手術対応が増えたため，外来受診にあたり，患者さんの待ち時間が長くなる等，不便をおかけしています。
外来での安心・安全な医療の提供のため，初診の方は、いつも受診されている医院やクリニック等の


